
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

西

村

富
美
子

与
謝
野
鉄
幹
は
、
明
治

・
大
正

・
昭
和

の
三
代
を
生
き
た
歌
人
で
あ
り
、
妻
晶

子
と
と
も
に

「
明
星
」
そ
の
他
の
和
歌
の
雑
誌
の
主
宰
者
ま
た
編
集
者
と
し
て
そ

の
名
は
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

鉄
幹
は
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)

に
、
現
在
の
京
都
市
左
京
区
岡
崎
に
あ

っ
た

願
成
寺
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
父

の
礼
巌
も
歌
人
で
あ

っ
た
。
晶
子
は
五
年
後

の
明
治
十

一
年

(
一
九
三
五
)
に
、
大
阪
堺
の
菓
子
商
駿
河
屋
の
三
女
と
し
て
生

ま
れ
た
。
二
人
の
結
婚
に
は
い
ろ
い
ろ
と
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
明
治
三
十
三

年

(
一
九
〇
〇
)
八
月
に
大
阪
で
初

め
て
の
出
会
い
の
後
、
翌
年

の
三
十
四
年

(
一
九
〇

一
)
に
結
婚
を
し
、
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)
三
月
に
鉄
幹
が
六
十
二

歳

で
亡
く
な
る
ま
で
三
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
生
活
を
共
に
し
た
。
晶
子
は
鉄
幹

死
去
の
七
年
後
の
昭
和
十
七
年

(
一
九

四
二
)
に
六
十
四
歳
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。

仕
事
上
も
実
生
活
上
も
す
べ
て
が
い

っ
し

ょ
で
あ
り
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く
ど
ち

ら
が
欠
け
て
も
成
立
し
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
残
さ
れ

た
仕
事
上

の
功
績
は
枚
挙
に
逞
が
な

い
ほ
ど
だ
が
、
二
人
の
間
に
は
十
二
人

の
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
お
り
、
五
男
六
女

の
十

一
人
が
無
事
に
育

っ
て
い
る
。
現
在
も

末
女
の
藤
子
さ
ん
は
ご
高
齢
だ
が
今
も
な
お
ご
存
命
で
あ
る
と
聞
く
。

さ
て
両
者
の
作
品
は
主
と
し
て
和
歌
で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
だ
が
、
他
に
詩

.
随
筆

・
評
論

な
ど
も
あ
り
、
鉄
幹
に
は

「
日
本
語
源
考
」

な
ど
の
論
文

.
著
作
も
あ
り
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
代
表
的
な

和
歌

に
し
て
も
、
生
涯
の
間
に
詠
ん
だ
作
品
の
数
は
何
万
首
も
あ
り
、
今
も
な
お

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

新
し
い
作
品
が
草
稿
、
書
簡
な
ど

の
形

で
す
く
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
状
況
は
当
分
の
間
続
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

両
者
の
作
品
の
な
か
で
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
の
は
、
漢
詩
の
部

分
で
あ
り
、
晶
子
は
漢
詩
を
作

っ
て
い
な
い
の
は
確
か
な
こ
と
な
の
で
、
鉄
幹
の

み
の
仕
事
上

の
成
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
ふ
と
し
た
き

っ
か
け
か
ら
鉄
幹
の
漢
詩
に
興
味
を
抱
き
、
周
辺

の
与
謝

野
鉄
幹
、
ま
た
近
代
文
学
の
研
究
者
に
教
示
を
乞
う
た
の
だ
が
、
和
歌
の
先
行
す

る
鉄
幹
の
研
究
は
晶
子
と
と
も
に
研
究

の
対
象

で
は
あ
る
も
の
の
、
鉄
幹
だ
け
を

切
り
離
し
て
、
ま
し
て
や

「漢
字
」
の
集
合
体

で
あ
る
漢
詩
な
ど
は
、
研
究

の
対

象
ど
こ
ろ
か
興
味
の
対
象
と
し
て
も
浮
上
し
て
来
な
い
と
い
う
の
が
、
不
明
確
な

回
答
で
あ
り
真
相
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

○

つ
て

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
伝
を
求
め
て
、
鉄
幹
の
漢
詩
に
関
す
る
資
料
、
情
報
を
収
集

し
た
結
果
、
現
在
も
資
料
の
調
査
は
終
了
し
て
い
な
い
が
、
鉄
幹
の
漢
詩
の
世
界
、

ま
た
ル
ー
ツ
、
決
し
て
表
面
に
は
出
さ
な
か

っ
た
が
鉄
幹
の
漢
詩
制
作
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
、
執
念
と
も
い
う
べ
き
思
い
が
多
少
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

少
し
鉄
幹

の
漢
詩

の
ジ
ャ
ン
ル
の
解
明
を
試
み
て
み
よ
う
と
考
え
る
に
至

っ
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
十
代
の
作
品
を
第

一
期
、
五
十
代
以
降
を
第
二
期
と
位
置
づ

け
、
第

↓
期
の
作
品
、
第
二
期
の
作
品
を
、
そ
れ
ら
が
属
す
る
作
品
集
の
中
か
ら

各
期
の
最
初
と
最
後
の
作
品
を
何
首
か
挙
げ
て
、
形
式
的
な
特
徴
を
簡
単
に
述
べ

一33一



与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

て
お
き
た
い
。

と
り
あ
げ
る
の
は
、
『海
内
詩
媒
』、
『
明
星
』
第
二
次
、
「満
蒙
遊
草
」
、
『冬
柏
』

の
四
種
の
漢
詩
集
、
ま
た
主
宰
す
る
雑
誌
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
見
え
る
鉄

幹

の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
譲

る
こ
と
に
し
た
い
。

●

『
海
内
詩
媒
』

総
数
五
十
六
首
の
詩
を
投
稿
し
て
い
る
。
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
十

一
月

(二
十
九
集
)
が
最
初
で
、
鉄
幹
は
十

一
歳

で
あ

っ
た
が
、
以
後
明
治
二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
四
月

(百
三
十
四
集
)
ま

で
、
約
六
年
に
わ
た
り
ほ
と
ん
ど
毎
号

投
稿
を
続
け
て
い
る
。
当
時

の
鉄
幹

は
、
明
治
十
七
年
に
は
、
大
阪

の
安
養
寺

(住
吉
区
遠
里
小
野
)
の
養
子
と
な

り
、
漢
学

・
英
語

・
仏
典
等
を
勉
強
し
て
い

た
が
、
明
治
二
十
年
四
月
に
は
、
岡
山

の
安
住
院

に
行
き
中
学

の
予
備
門
に
入

っ

て
、
二
十

一
年
に
岡
山
中
学
を
受
験
す

る
が
及
第
せ
ず
、
十

一
月
に
京
都
に
も
ど

っ

て
い
る
。
大
阪
↓
岡
山
↓
京
都

の
三

つ
の
土
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
詩
作
を
続

け
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
十
六
首
の
詩

の
中
で
、
大
阪
で
の
作
は
三
十
五
首
、
岡
山
で
の
作
が
十
四
首
、

京
都

で
の
作
が
七
首

で
あ
る
。
ま
た
大
阪

で
の
作
に
は
、
最
後
の

一
首
を
除
き

「
澄
軒
逸
史
」
「
澄
軒
小
柄
」
「澄
軒
小
裡
」
等
の
号
を
用
い
て
い
る
。
三
十
集
所

収
の

「晩
節
」

の
詩
は

「
墨
仙
々
史
」
を
用
い
、
最
後
の
百
三
十
四
集
の

「瓶
井

山
雑
詠
」

の
詩

に
は
理
由
は
分
か
ら
な
い
が

「鎮
雷
道
人
」
を
用
い
て
い
る
。
岡

山
と
京
都
の
合
わ
せ
て
二
十

一
首

に
は
、
「鎮

(鉄
)
雷
道
人
」

の
号
を
用
い
、

「安
藤
寛
摂
津

の
人
寓
備
前

(岡
山
)
」
ま
た

「安
藤
寛
西
京

一
乗
寺
人
」
と
併
記

し
て
い
る
。
詩
型
は
五
言
絶
句
が
五
首
、
七
言
絶
句
が
二
十
七
首
、
五
言
律
詩
が

十

一
首
、
七
言
律
詩
が
八
首
、
五
言
古
詩
が

一
首
、
七
言
古
詩
が
三
首

で
あ
り
、

七
言
絶
句
が
最
も
多
く
次
い
で
五
言
律
詩
が
多
い
。

①

秋
江
晩
望

秋
江
の
晩
望

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

一
行
雁
影
海
天
秋

一
行

の
雁
影

海
天
の
秋

水
色
濠
々
山
似
浮

水
色
濠
々

山

浮
く
が
似
し

曉
瞭
遙
聴
漁
笛
響

暁
瞭

遙

か
に
聴
く

漁
笛
の
響
き

盧
花
州
外
認
孤
舟

芦
花
州
外
に
孤
舟
を
認
む

②

晩
節

村
々
都
栽
菊

何
庭
是
陶
家

過
了
重
陽
節

僧
園
猶
看
花

③

瓶
井
山
雑
詠
之

一

瓶
井
山
雑
詠
の

一

晩
節
村
村

都
て
菊
を
栽
う

何
れ
の
処
か
是
れ
陶
家
な
ら
ん

重
陽
の
節
を
過
ぐ
る
も

僧
園

猶
お
花
を
看
る鎮
雷
道
人

墨
仙
々
史

安
藤
寛

安
藤
寛

西
京

一
乗
寺
人

東
林
西
林
鶯
識
雨

東
林
西
林

鴬

雨
を
識
り

前
岸
後
岸
柳
繰
風

前
岸
後
岸

柳

風
を
繰
る

暉
房
埋
在
桃
花
裡

禅
房

埋
も
れ
て
桃
花
の
裡
に
在
り

朝
暮
報
鐘
鯨
響
紅

朝
暮
の
報
鐘

余
響
紅
な
り

④

瓶
井
山
雑
瞼
之

一

鑛
雷
道
人

安
藤
寛

撮
津
遠
里
小
野
人

ぎ
ん

瓶
井
山
雑
吟
の

一

漢
流
如
撃
鼓

渓
流

撃
鼓
の
如
し

松
籟
似
弾
琴

松
籟

弾
琴
に
似
た
り

悪
喧
更
不
聴

悪
喧

更
に
聴
か
ず

々
唯
天
地
音

聴
く
は
唯
天
地

の
音

の
み

※
①

第
二
十
九
集

(明
治
十
七
年
十

一
月

(
一
八
八
四
)

・
十

一
歳
)

②

第
三
十
集

(明
治
十
七
年
十
二
月

(
一
八
八
四
)

・
十

一
歳
)

③

第
百
三
十
集

(明
治
二
二
年

(
一
八
八
九
)

・
十
六
歳
)

④

第
百
三
十
四
集

(明
治
二
二
年

(
一
八
八
九
)

・
十
六
歳
)

鉄
幹
は
、
『海
内
詩
媒
』
第
百
三
十
四
集
に
投
稿
し
た

「
瓶
井
山
雑
詠
之

一
」

か
ら
、
三
十
五
年
間
ほ
ど
は
和
歌
の
制
作
に
専
念
し
た
時
期
が
続

い
て
お
り
、
明

治
三
十
三
年
か
ら
発
刊
し
た

『明
星
』
に
は
、
漢
詩
を
全
く
載
せ
て
い
な
い
。

●

『明
星
』
第
二
次

漢
詩
の
制
作
を
再
開
し
た
の
は
、
『
明
星
』
復
刊
後

の
大
正
十
二
年

(
一
九
二

三
)
以
後
と
思
わ
れ
、
そ
の
作
品
は

『明
星
』
第
二
次
の

「第
六
巻
第
三
号
」
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(大
正
十
四
年
三
月
号
)
に
久
々
に
登
場
す
る
。
次
い
で

「第
七
巻
第
三
号
」

(九

月
号
)

に
、
「
采
花
荘
雑
詩
」
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
十
七
首
、
四
首

の
漢
詩
を
掲

載
し
て
い
る
。

さ
ら
に

「第
九
巻

第
三
号
」

(大
正
十
五
年
十
月
号
)
お
よ
び

「第
十
巻
第
二
号
」

(昭
和
二
年
四
月
号
)
に
、
「遙
青
書
屋
雑
詩
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
九
首
、
十
九
首

の
詩
を
載
せ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
采
花
荘
雑
詩
」
及
び

「遙
青
書
屋
雑
詩
」

の
漢
詩
群
は
、
『
明
星
』
第
二
次
の
な
か
で

「
雑
姐
」
の
項
に

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
九
月
に

『
明
星
』
第
二
次
は
終
刊
と
な
る
が
、
総

数
四
十
九
首

の
漢
詩
を
収
め
て
い
る
。

四
十
九
首

の
詩
の
詩
型
は
、
五
言
絶
句
の
連
作
の
詩
が
多
い
た
め
に
十
八
首
、

七
言
絶
句
が
十
二
首
、
「
第
九
巻
第

三
号
」
の
九
首
が
す
べ
て
五
言
律
詩
の
た
め

十
三
首
、
七
言
律
詩
が
三
首
、
五
言
古
詩
が
三
首
で
あ
る
。

①

登

(癸
)
亥
晩
秋
與
羅
馬
尼
駐
剤
公
使
堀
口
父
子
飲
、
長
城
有
詩
、
次
其
韻

却
酬
、
三
首

(
一
)

登

(癸
)
亥
晩
秋
、
羅
馬
尼
駐
剤
公
使

の
堀

口
父
子
と
飲
む
。
長
城
に
詩

有
り
、
其
の
韻
に
次
し
却
酬
す
。
三
首

(
一
)

官
場
迫
暇
共
吟
莚

公
使
風
流
誰
比
肩

更
喜
君
家
公
子
在

龍
蛇
百
攣
作
長
篇

②

(二
)

新
歓
如
酷
奮
歓
醇

昨
是
今
非
五
十
春

遊
挾
誰
憐
漢
陽
客

如
今
斑
白
講
書
人

③

(三
)

偶
會
故
人
尋
奮
歓

災
饒
秋
夕
倍
新
寒

陶
然
且
假
酔
中
夢

官
場

暇

に
迫
ん
で

共

に
莚

に
吟
ず

公
使
の
風
流

誰
か
肩
を
比

べ
ん

更
に
喜
ば
し
き
は
君
が
家
に
公
子

の
在
り
て

龍
蛇

百
変
し
て

長
篇
を
作
す
を

さ
く

あ
つ

新
歓
は
酷

の
如
く

旧
歓
は
醇
し

昨
は
是
に
し
て
今
は
非
な
り

五
十
の
春

遊
侠

誰
か
憐
れ
む

漢
陽
の
客

如
今

斑
白

講
書
の
人

偶
た
ま
故

人
に
会
い
て

旧
歓
を
尋
む

ま

災
余

の
秋
夕

新
寒
を
倍
す

陶
然
と
し

て
且

つ
酔
中

の
夢
を
仮
り
て

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

欲
學
圖
南
萬
里
搏

図
南
万
里
を
搏

つ
を
学
ば
ん
と
欲
す

※
な
お
①

・
②
に
は
鉄
幹
の
自
注
が
あ
る
。

①
長
城
の
長
子
の
大
学
、
国
詩
を
善
く
す
、
長
篇
縦
横
に
し
て
、
夙
に
盛
名
有

り
。
②
予
長
城
と
始
め
て
朝
鮮
の
京
城
に
干
い
て
相
識
る
。
実
に
三
十
年
前
の

事

に
属
す
。

④

録
昨
年
中
秋
作

昨
年
の
中
秋
の
作
を
録
す

又
遇
中
秋
節

欲
成
良
夜
吟

野
天
雲
散
去

書
屋
月
來
臨

遙
樹
黒
於
墨

前
川
明
似
金

憾
因
市
門
遠

不
與
故
人
勘

※
①
②
③

雑
姐

-

④

雑
姐

①
②
③

④
●

『満
蒙
遊
記
』
大
正
十
四
年

昭
和
二
年 又

中
秋
節
に
遇
い

良
夜

の
吟
を
成
さ
ん
と
欲
す

野
天

雲

散
じ
去
り

書
屋

月

来
た
り
臨
む

遙
樹

墨
よ
り
も
黒
く

前
川

金
の
似
く
明
な
り

市
門
の
遠
き
に
因

っ
て

し
ん

く
み

う
ら

故
人
の
勘
に
与
せ
ざ
る
を
憾
む

「
采
花
荘
雑
詩
」
(第
六
巻

・
第
三
號
所
載
)

:
「
遙
脊
書
屋
雑
詩
」
(第
十
巻

・
第
二
號
所
載
)

(
一
九
二
五
)
三
月
。
五
十
二
歳

(
一
九
二
七
)
四
月
。
五
十
四
歳

昭
和
二
年
の
九
月
に

『
明
星
』
第
二
次
を
終
刊
し
、
翌
年
の
昭
和
三
年

に
鉄
幹

は
晶
子
と
と
も
に
南
満
州
鉄
道
の
招
き
を
受
け
て
中
国
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。

五
月
五
日
に
東
京
を
出
発
し
、
九
日
に
大
連
に
到
着
、
遼
寧

・
吉
林

・
黒
竜
江
の

東
北
三
省
を
約
三
十
五
日
間
か
け
て
旅
を
す
る
。
帰
り
は
六
月
十
二
日
に
大
連
を

発
ち
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
。
中
国
各
地
で
見
た
風
景
、
ま
た
感
慨
を
和
歌
と

共

に
漢
詩

に
詠
ん
で
、
二
年
後
の
昭
和
五
年
五
月
に

『満
蒙
遊
記
』
を
刊
行
し
、

そ
れ
ら
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
旅
行
記

・
和
歌

(鉄
幹

・
晶
子
)

・
漢
詩
の
部

(「満
蒙
遊
草
」)
の
三
部
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
中
国
旅
行
中
に
作

っ

た
漢
詩
三
十
七
首
を
、
師

の
吉
田
学
軒

の
校
閲
を
経
た
も
の
を
載
せ
て
い
る
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

「満
蒙
遊
草
」
に
は
五
言
絶
句
は
見
え
ず
、
七
言
絶
句
が
十

一
首
、
五
言
律
詩

が
九
首
、
七
言
律
詩
が
七
首
、
五
言
古
詩
が
六
首
、
七
言
古
詩
が
二
首
、
賦
が

一

首
、
七
言
六
句
が
そ
れ
ぞ
れ

一
首
ず

つ
で
あ
り
、
詩

の
形
式
が
多
種
に
及
ん
で
い

る
。
筆
者
は
七
言
絶
句
お
よ
び
古
詩

の
形
式
に
評
価
す
べ
き
佳
作
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
る
。

①

戊
辰
暮
春
、
將
伴
内
子
遊
漏
州
蒙
古
及
北
京
、
與
諸
友
飲
、
三
首

(
一
)

戊
辰
の
暮
春
、
将
に
内
子
を
伴
な
い
て
満
州
蒙
古
及
び
北
京
に
遊
ば
ん
と

②

し

て
、

諸

友

と

飲

す

三

首

(
一
)

臨
別
姑
同
酔

京
華
三
月
櫻

文
章
期
晩
節

家
国
足
深
憂

幾
作
四
方
客

復
登
千
里
舟

諸
賢
多
勤
勉

何
以
答
風
猷

別
れ
に
臨
ん
で

姑
く
同
に
酔
う

京
華

三
月
の
楼

文
章
は
晩
節
を
期
し

家
国
は
深
憂
足

る

幾
た
び
か

四
方
に
客
と
作
る
も

復
た

千
里
の
舟
に
登
る

諸
賢

勤
勉
多
く

何
を
以
て
風
猷

に
答
え
ん

再
過
旅
順

再
び
旅
順
を
過
ぎ
る

人
間
好
職
古
今
然

旅
順
口
頭
萬
感
牽

潮
激
雷
威
猶
畷
響

雲
鯨
珍
氣
尚
揮
煙

骨
枯
有
塔
催
新
涙

崖
裂
無
山
存
奮
肩

寂
翼
黄
金
毫
下
路

胡
藤
花
白
垂
聴
鵤

※
①

・
②

五
歳
)
の
作
だ
が
、

「
満

苫家
遊

+早
」

(
第

一
首

目

)

(第
三
十
七
首
目
)

人
間

戦
を
好
む
こ
と

古
今
然
り

旅
順
の
口
頭

万
感
牽
か
る

潮
激

雷
威

猶
お
畷
響
の
ご
と
く

だ
ん
え
ん
ひ
さ

雲
は
診
気

を
余
し

弾
煙
尚
し

骨
枯
れ
て
塔
有
り

新
た
に
涙
を
催
す

崖
は
裂
け

て
山
無
く

旧
肩
を
存
す

寂
翼
た
り

黄
金
台
下
の
路

胡
藤
の
花

白
く

昼
に
鵤
を
聴
く

所
収
の
作
は
す
べ
て
昭
和
三
年

(
一
九
二
八
。
五
十

吉
田
学
軒
の
校
閲
を
経
て
後
の
出
版
な
の
で
、
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
。
五
十
七
歳
)
定
稿
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●

『
冬
柏
』

与
謝
野
夫
妻
の
中
国
旅
行
記

『
満
蒙
遊
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
五
年
五
月
の

二
ヶ
月
前
に
雑
誌

『冬
柏
』
を
創
刊
し
、
鉄
幹
は

『
明
星
』
第
二
次
に
次
い
で
漢

詩
の
作
品
を
載
せ
始
め
て
い
る
。
た
だ
作
品
の
掲
載
の
仕
方
、
ま
た
所
収

の
詩

の

数
に
大
き
く
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
主
な
編
集
者
が
弟
子
の
平
野
万
里
の
手

に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
埋
あ
草

と
言
わ
れ
る
ペ
ー
ジ
の
余
白
を
埋
め
る
形
で
、
第
五
巻

・
第
六
巻
に
わ
た

っ
て
、

十
回
、
計
二
十
首
の
詩
を
載
せ
る
が
、
鉄
幹
の
最
晩
年
の
漢
詩
の
作
品
と
言
え
よ

う
。最
初
の
詩
は
、
第
五
巻
第

一
号

(昭
和
八
年
十
二
月
)
に
見
え
て
お
り
、
鉄
幹

六
十
歳
の
作
で
あ
る
。
最
後
の
詩
は
、
第
六
巻
第
三
号

(昭
和
十
年
二
月
)

で
、

鉄
幹
の
死
の
前
月
で
あ
り
、
六
十
二
歳
で
あ

っ
た
。
詩
の
形
式
は
、
五
言
絶
句
は

無
く
、
七
言
絶
句
が
七
首
、
五
言
律
詩
が
七
首
、
七
言
律
詩
が
三
首
、
五
言
古
詩

が
三
首

で
あ
り
、
七
言
絶
句
と
五
言
律
詩
が
多
い
の
は

『海
内
詩
媒
』
や

「
満
蒙

遊
草
」
と
同
じ
傾
向

で
あ
る
。

①

冬
柏
山
房
小
集
席
上
作

冬
柏
山
房
小
集
の
席
上

の
作

②
冬
柏
萬
山
花
自
紅

一
渓
深
庭
訪
詩
翁

径
廻
崖
腹
行
望
海

亭
占
林
梢
坐
聴
風

春
月
照
軒
姑
代
燭

主
人
煎
茗
不
須
憧

句
成
唱
和
恰
然
笑

聲
在
蹄
雲
揺
曳
中

冬
柏
万
山

花
自
ら
紅
な
り

一
渓
深
き
処
に
詩
翁
を
訪
う

径
は
崖
腹
を
廻
り

行
き
て
海
を
望
み

亭
は
林
梢
を
占
め

坐
し
て
風
を
聴
く

春
月
は
軒
を
照
ら
し
て

姑
く
燭
に
代
わ
り

主
人
は
茗
を
煎
じ
る
に

憧
を
須
い
ず

句
成
り
唱
和
し
て

恰
然
と
し
て
笑
い

声
は
帰
雲
揺
曳
の
中
に
在
り

二
月
五
日
雪
後
有
作

二
月
五
日
、
雪
の
後
に
作
あ
り
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天
晴
暖
生
閣

濁
坐
氣
悠
哉

籠
落
猶
残
雪

庭
除

・
早
梅

誰
憐
耽
古
學

何
耐
伍
群
才

知
己
唯
春
色

陳
編
堆
裏
來

③

遙
青
書
屋
雑
詩

世
間
争
得
失

不
若
守
清
貧

封
此
寒
梅
笑

逃
彼
俗
士
唄

空
名
何
爲
者

達
道
幾
多
人

任几
几
悠
然
老

書
中
自
有
春

①

第
五
巻
第

一
号
所
載
。

②
③

第
六
巻
第
三
号
所
載
。

鉄
幹

の
漢
詩
の
制
作
は
十

一
歳
に
始
ま
り
、

六
年
間

の
作
品
は

一
期
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
十
五
年
ほ
ど
後
に
漢
詩
の
制
作
は
再
開
さ
れ
る
。
五
十
歳
ご
ろ
と
思
わ
れ
五

十
四
歳
ま
で
の
四
五
年
間
の
作
品
は

『
明
星
』
第
二
次
に
見
え
て
い
る
。
次
に
昭

和
三
年

(五
十
五
歳
)

の
中
国
旅
行

の
産
物
、
「
満
蒙
遊
草
」
が
あ
り
、
昭
和
五

年

(五
十
七
歳
)
に
刊
行
す
る
。
次
い
で
三
年
後
の
昭
和
八
年
十
二
月

(六
十
歳
)

か
ら
二
年
ほ
ど
、
死
の
前
月

(六
十

二
歳
)
ま
で
の
作
品
を

『冬
柏
』
に
連
載
し

て
い
る
。

こ
の
三
時
期
は
ま
と
め
て
鉄
幹
の
漢
詩
制
作
の
第
二
期
と
呼
ぶ
こ
と
が

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

天
晴
れ

て

暖

閣
に
生
じ

独
坐

気

悠

な
る
か
な

籠
落

猶
お
残
雪
あ
る
も

庭
除

既
に
早
梅
あ
り

誰
か
古
学
に
耽

る
を
憐
れ
み

何
ぞ
伍
群
の
才

に
耐
え
ん

知
己
は

唯
春
色
の

陳
編

の
堆
裏

に
来
る
の
み

遥
青
書

屋
雑
詩

世
間

得
失
を
争
い

清
貧
を
守
る
に
若
か
ず

此
に
対
し
て

寒
梅
笑
い

彼
を
逃
れ
て
俗
士
噴
る

空
名

何
為
る
者
ぞ

達
道

幾
多

の
人
あ
ら
ん

几
に
任
几
れ
悠
然

と
し
て
老
ゆ
る
に

書
中

自
ず
か
ら
春
あ
り

(昭
和
八
年

(
一
九
三
三
)
十
二
月
。
六
十
歳
)

(昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)
二
月
。
六
十
二
歳
)

十
六
歳
で

一
旦
中
断
す
る
。

こ
の

『
海
内
詩
媒
』
に
五
十
六
首
が
見
え
、
鉄
幹
の
漢
詩
制
作

の
第

で
き
よ
う
。
こ
の
第
二
期
の
作
品
の
数
は
百
六
首
を
か
ぞ
え
る
。

○

今
回
の
稿
に
は
、
『海
内
詩
媒
』
、
『
明
星
』
第
二
次
、
「
満
蒙
遊
草
」、
『
冬
柏
』

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「集
」
か
ら
最
初
と
最
後
に
位
置
す
る
作
品
を
選
ん
で
み

た
。
た
だ
以
上
挙
げ
た
四
種
の

「
集
」
に
鉄
幹
の
漢
詩
が
見
え
る
こ
と
を
知
る
の

が
ま
ず
難
事

で
あ

っ
た
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
各
方
面
の
方
々
か
ら
の
情
報
や

資
料
提
供
な
ど
の
好
意

に
恵
ま
れ
て
、
何
と
か
前
方
に
光
が
見
え
て
来
た
段
階
で

あ
る
。
今
回
の
詩

の
総
数
は

一
六
〇
首
ほ
ど
で
あ
る
が
、
和
歌
と
は
比
べ
ら
れ
な

い
に
し
て
も
漢
詩
も
少
し
ず

つ
新
し
い
資
料
が
出
始
め
て
お
り
、
筆
者
も
今
回
は

挙
げ
な
か

っ
た
も
の
が
約
十
首
あ
り
、
次
稿
か
ら
は
そ
の
作
品
も
含
め
て
対
象
と

し
、
鉄
幹
の
漢
詩
の
内
容
の
解
説
と
評
価
を
試
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
鉄
幹
の
漢

詩

の
世
界
の
解
明
に
歩
を
進
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【参
考
文
献
】

◎
日
柳
三
舟
編

『海
内
詩
媒
』
(
日
本
近
代
文
学
館
蔵
。
但
し
欠
巻
あ
り
)

◎

『
明
星
』
(復
刻
版
)

一
九
〇
〇
年
～

一
九
〇
八
年

臨
川
書
店

一
九
八
〇

年
四
月

◎

『
明
星
』
第
二
次

(復
刻
版
)

一
九
二

一
年
～

一
九
二
七
年

臨
川
書
店

一

九
八
〇
年
十
月

◎

『
冬
柏
』

一
九
三
〇
年
～

一
九
五
二
年

冬
柏
発
行
所

◎
与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
合
著

『
満
蒙
遊
記
』

大
阪
屋
號
書
店

昭
和
五
年
五
月

(堺
市
立
図
書
館
蔵
)

◎
広
田
栄
太
郎

「
鉄
幹
と

『海
内
詩
媒
』
1
解
説
と
資
料
ー
」

「
大
妻
国
文
」

第
三
号

昭
和
四
七
年
三
月

◎
与
謝
野
光
編

『与
謝
野
寛
年
譜
』

明
治
書
院

昭
和

一
〇
年
五
月

◎
逸
見
久
美

『評
伝

・
与
謝
野
鉄
幹
晶
子
』

八
木
書
店

昭
和
五
〇
年
四
月

◎
永
岡
健
右

『与
謝
野
鉄
幹
伝
』
i
東
京
新
詩
社
成
立
ま
で
1

桜
楓
社

一
九

八
八
年
三
月
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初

稿

◎
逸
見
久
美
編

『与
謝
野
寛

・
晶
子
書
簡
集
成
』
四
巻

勉
誠
社

二
〇
〇
二
年

十
月
～
二
〇
〇
三
年
七
月

◎
矢
野
峰
人

『
鉄
幹

・
晶
子
と
そ
の
時
代
』
(弥
生
選
書
)

弥
生
書
房

昭
和

四
八
年
八
月

◎
奥
野
信
太
郎

「与
謝
野
先
生
の
漢
詩
」

「群
像
」
十

一
巻
十
号

昭
和
一三

年

一
〇
月

◎
三
浦
叶

「
『明
星
』

・
鉄
幹

(寛
)

・
晶
子
と
漢
文
学
」

「就
実
語
文
」
十

三
号

一
九
九
二
年

◎
沖
良
機

「与
謝
野
夫
妻
の
旅
を
求

め
て

第
十
五
回
」

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部

…機
関
誌
第

一
六
号

◎
沖
良
機

「与
謝
野
夫
妻

の
旅
を
求

め
て

第
十
六
回
」

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部

機
関
誌
第

一
七
号

◎
西
村
富
美
子

「漢
詩
随
想
-
与
謝

野
鉄
幹
の
漢
詩

(
一
)
～

(十
)」

=
三
ハ

～

一
四
五

書
道
研
究

「
天
真
」
第
十
二
巻
七
月
号
～
第
十
三
巻
四
月
号

◎
西
村
富
美
子

「与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
の
満
州
の
旅
」

堺
女
性
大
学
教
養
講
座

二
〇
〇
七
年

一
月
二
〇
日

◎
堺
市
立
文
化
館

・
与
謝
野
晶
子
文
芸
館

・
森
下
明
穂

特
別
展

・
没
後
七
〇
年

記
念

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「与
謝
野
鉄
幹
」

1

「鉄
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ら
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」
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不
遇
な
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涯
と
短
歌

へ
の
情
熱

明
新
社
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〇
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六
年
二
月
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天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
客
員
教
授
)
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